
（ ）

人件費合計 3 人 16,300 千円 3

目　的
（何のために）

青少年の健全な育成を図るための社会教育施設
【運営方針】
・入間市全体の青少年教育の向上に向けて、関係部署や施設、団体等が連携する拠点
・青少年の自己肯定感を高め、社会性を育む居場所
・青少年の興味の伸長や主体的な学びを促すため、多様な体験を行うことができる施設
・青少年の自己実現や自立支援を図るため、主体的に活動することのできる施設

事
業
概
要

対　象
（誰・何を対象に）

・市内の青少年（小学生～１８歳未満）又は青少年活動指導
者の団体
・青少年の健全育成を目的とする団体（ダイアプラン５市内
に活動拠点がある団体）

関連事業
（同一目的事業等）

・入間市児童センター（青少年課、指定管理料63,887,728円（平成30年度決算）、63,229,828円
（令和2年度決算）、児童厚生施設、対象0～18歳未満）
・公民館（教育部、事業運営費6,617,474円（平成30年度決算）、2,391,249円（令和2年度決
算）、青少年体験事業、子どもの居場所づくり事業等）
・県立さいたま緑の森博物館（市内所在。自然散策・自然体験事業）
・埼玉県立げんきプラザ（加須、大滝、長瀞、小川、神川、名栗）

対象者数（全住民に対する割合）

人

事業内容
（手段、手法など）

10.2

実施方法

☑直接実施

□補助金〔直接・間接〕（補助先：　　　    　　実施主体：  　　　 　　　）

□貸付（貸付先：　　　　　　　　　）□その他（　　　　　　　　　　　　）

千円 23,764 千円

事業費内訳
（2020年度分）

施設の維持管理費：18,885千円
青少年活動の推進及び支援に要する事業運営費：1,438千円

8,400 千円

7,900 千円千円 1

24,798 千円 20,323 千円 23,860

人 7,900 千円 1 人 7,900千円人
件
費

担当正職員 1 人 7,900

7,600 千円 3 人

人

千円 2 人 8,400 千円 3 人

人

臨時職員等 2 人 8,400

1

人

財源合計 41,098 千円 36,623 千円 39,360

その他特財
千円 千円 千円

千円

一般財源 41,098 千円 36,623 千円 39,360

16,300 千円

40,064 千円

千円

41,098 千円 36,623 千円 39,360 千円

千円 416,300 千円 4 人 15,500

千円

その他特財の内容

千円 40,064 千円

財源

内訳

国県支出金
千円 千円 千円 千円

国県支出金の内容

地方債 千円 千円 千円

千円40,064

事業開始年度 平成１５年度

事業内容

％

コ
ス
ト

事
業
費

事業費合計

総事業費

青少年活動センター管理運営事業

2021 2020 年度(決算) 2019 年度(決算)

14,918

☑業務委託 又は □指定管理　（委託先又は指定管理者：　　　　　　　　　　　　　　　　　）

2021 年度

年度（予算） 年度(決算)2018

【青少年活動センター（愛称：ちゃむセン）とは】
・加地丘陵の豊かな自然の中で、青少年が文化・スポーツ活動やキャンプ等の野外活動等の体験を
通じ、自分の力を育て、自分らしさを見つける場所
・センター内で研修・宿泊、キャンプ場で野外活動、体育館でスポーツ活動等ができる。
【事業内容】（詳細は別紙のとおり）
・青少年体験事業
・青少年居場所づくり事業
・青少年活動団体・個人の育成・協働
・青少年スタッフ・リーダー育成
・施設貸し出し・維持管理
【事業費】
・青少年活動の推進及び支援に要する事業運営費
　平成３０年度　2,672,293円
　令和２年度　　1,438,025円

事業シート（概要説明書）

個別事業名

青少年活動センターは、加治丘陵に位置し、その前身は、昭和４４年４月に埼玉県が設置した「埼玉県立入
間青年の家」である。平成１３年に県立社会教育施設再編整備計画により廃止・移管決定、平成１５年に市
が譲渡を受け、県と市の契約では、用途を「土地・建物等を生涯学習施設の用途に供するもの」と定めた。平
成１６年に「入間市青少年活動センター」としてリニューアルオープンした。
平成２９年度の組織機構改編により、教育委員会生涯学習課から市長部局のこども支援部青少年課の所管
となった。

上位施策事業名 青少年教育の充実 担当局・部名 こども支援部

根拠法令等 入間市青少年活動センター条例、同条例施行規則 担当課･担当名 青少年課

事務区分 ☑自治事務　　□法定受託事務 作成責任者 黒木聡子

実施の背景

事業番号10



事業開始年度 平成１５年度青少年活動センター管理運営事業

2021 年度

事業シート（概要説明書）

個別事業名

事業番号10

999/1,049 1,049/1,155

7,625/25,490 25,490/27,822 27,822/29,725

／ 施設利用者数 円 1,544 1,440

年度2020 年度2019 年度2018

4,803

25/26

393/999

24/2513/24件

/

事
業
実
績

活動実績

【活動指標名】（実績値/目標値） 単位

施設利用者数 人

施設利用件数 件

単位当たりコスト 総事業費

実施事業数

210/230

年度2020 2019 年度 2018 年度
事
業
成
果

成果目標
（指標設定理由等）

利用ニーズを図るため、青少年活動センターの利用団体として登録した団体数とした。
目標値2019年度の増加は、ダイアプランに日高市が加入したため。2020年度実績値の減少は、この
年に団体廃止などで登録抹消したものが多かったため。

成果
（目標達成状況）

【成果指標名】（実績値/目標値） 単位

青少年活動センター利用登録団体数 団体 198/260 229/260

/ /

/ / /

事業の自己評価
(今後の事業の方向

性、課題等)

　青少年活動センターは、青少年を対象とした、加治丘陵の里山の自然環境の中で野外活動や集団
宿泊体験等を行える施設として、近隣市を含めても他に類のない施設である。
　学校（特別支援学級の校外活動など）やスポーツクラブなど、団体に対する貸館だけでなく、個
人利用できるむささび自習室事業や、多様なイベント事業を実施し、青少年の利用に供している。
また、毎月のお知らせを、全小中学校児童・生徒のほか、特別支援学校、高校、公共施設等にも配
布し、センターの事業を周知している。
　県から譲渡を受け１８年経ち、建物の耐用年数もあと１０年足らずとなったが、この地域資源を
最大限活用し、青少年のために、自己実現や主体性を育み、未来への成長を支援する施設でありた
い。
　施設の担い手の検討も含め、青少年に愛される施設運営・事業展開を考えていきたい。

比較参考値
（他自治体での類似
事業の例など）

不明

特記事項

入間市公共施設マネジメント事業計画において、第２期（2029～2038年）に本館を廃止とすること
としている。



施設シート

政治活動、宗教活動、営利行為、飲酒行為

午前９時～午後１０時

2021年度

番号 10 名称 青少年活動センター管理運営事業
□ 単独館

☑ 複合館

所在地 入間市小谷田1681-1

根拠条例等 入間市青少年活動センター条例、同条例施行規則

土
地
情
報

所有面積 38,093.06 ㎡ 地目 宅地・山林・雑種地 所管課 青少年課

借地面積 0 ㎡ 借地元 作成責任者 黒木聡子

建設・取得 H15年4月（建設・取得） 設計者 IS値

財産区分 ☑行政　□普通

建
物
情
報

延べ床面積 1,391.71 ㎡ 所有区分 ☑自己所有　□借用 構造 鉄筋コンクリート造り

総面積 38,093.06 ㎡ 借地料 千円/年

建設・取得額 0 千円 取得経緯 都道府県から譲渡

地方債残高 □有（残高　　　　　円）償還（　　年/　　年）　　☑無

補助金有無 □有　　☑無 階数 ２階

借用元 借用金額 千円/年

改
修
等

改修時期・
内容・金額

□耐震　□大規模改修　□バリアフリー化　□省エネ対応

基
本
情
報

設置目的 青少年の健全な育成を図るための社会教育施設

実施事業
・青少年体験事業　　　・青少年居場所づくり事業
・青少年活動団体・個人の育成・協働
・青少年スタッフ・リーダー育成　　・施設貸し出し・維持管理

主な利用者
（複数選択可）

開館時間

管理体制

☑直接管理 　☑業務委託　 □指定管理　 □住民等の自主管理

（委託先又は指定管理者：①MEIJI・リスペートセキュリティー(株)・②(株)自然教育研究センター）

（委託内容・金額・事業者選定方法：　　　　　　　　　　　　　　）

R2①「青少年活動センター施設運営補助・夜間人的警備及び機械警備業務委託」を５社見積り合わせによる随意契約、6，582，576円
R2②「青少年活動センター事業運営及び施設整備業務委託」を４社見積り合わせによる随意契約、4，139，520円

□官公庁利用　☑主催事業　☑登録団体（団体数：198　）

□市内一般企業、団体　□市外一般企業、団体

☑市民　☑市外住民　□その他（　　　　　）

利用の制限

開館日数 359 日/年 休館日 年末年始（12月29日～1月3日）

施
設
の
概
要

名称 事務室 名称 談話ロビー 名称

床面積 180 ㎡ 部屋数

団体活動室

床面積 32.4 ㎡ 部屋数 床面積 81 ㎡ 部屋数 床面積 24.8 ㎡ 部屋数

名称 講堂 名称 食堂兼調理室 名称 音楽室

㎡ 部屋数

1 1 1

名称 学習室 名称 和室（1～10号室） 名称 体育館

床面積 164 ㎡ 部屋数 床面積 44.81 1 1

㎡ 部屋数 床面積 850 ㎡ 部屋数床面積 49.5 ㎡ 部屋数 床面積 2721 10

名称 名称 名称

㎡ 部屋数 床面積

ハード（施設
維持管理）
ソフト（実施
事業）
にかかる人員

正規職員 嘱託職員等 委託業者

ソフト 0.8

㎡ 部屋数床面積 ㎡ 部屋数 床面積

指定管理者

人

住民等の
自主管理

その他

ハード 1.2 人 0.4

合計

人

合計 2.0 人 1.0 人 1.4 人 0.0 人

人 人 人 2.4人 0.6 人

人 人

0.0 人 0.0 人 4.4

人 0.4 人

人

2.0 人

1.0 人

1



18,885

財
源
内
訳

収
　
入

収入合計 0 千円

21,548 千円 21,317 千円

千円 0 千円

国県補助金 0 千円 0 千円 0維
持
管
理
費

2021年度（予算） 2020年度（決算）

0 千円

その他
（　　　）

0 千円 0 千円

支出内訳（2020年度分）

人件費：　　　　千円
委託料：　14,555千円
光熱水費： 1,315千円
修繕料：　 1,379千円
（修繕内容：本館及び体育館煙感知器交換修
繕、講堂エアコン室外機修繕他）

指定管理料のうち管理委託分：　　0千円
減価償却費：　　　　　　　　　　0千円
地方債の元利償還：　　　　　　　0千円
その他（　　　　　　　）　　1,636千円

2019年度（決算） 2018年度（決算）

総支出 20,948 千円

0 千円 0 千円

千円

千円

使用料
・手数料

0 千円 0 千円 0

0 千円

0 千円 0 千円

一般財源 20,948 千円 18,885 千円 21,548 千円 21,317 千円

％

午前 ％ 午後 ％ 夜間 ％ 合計
24.6

（63.2）
％

名称 講　堂 平日 ％ 土日祝

％

午前 ％ 午後 ％ 夜間 ％ 合計
20.2

（33.7）
％

名称 和　室 平日 ％ 土日祝

名称

％

午前 ％ 午後 ％ 夜間 ％ 合計
88.2

（72.7）
％

名称 体育館 平日 ％ 土日祝

自己評価・
特記事項等

　年末年始を除く３５９日開館しており、利便性は高いが、運営にマンパワー不足を
来している。
　施設は老朽化しているが、公共施設マネジメント事業計画で第２期（2029～2038
年）に本館を廃止とする計画もあり、大規模な改修は行わず、今あるものを有効活
用していきたい。

土日祝 ％

午前 ％ 午後 ％ 夜間

平日 ％

％ 合計 ％

利
用
状
況

各
部
屋
別
稼
働
率

(

下
段
平
成
3
0
年
度

)



１．主催事業

参加者数 講師・スタッフ その他

上段：実数 上段：実数 上段：実数

下段：述べ数 下段：述べ数 下段：述べ数

120 120

120 120

201 140

201 140

310 18

310 18

10 12

10 12

35 26 8

157 63 8

40 15

110 57

124 101

124 101

78

78

72 31 51

主に小学生

グラウンド及び野外施設を活用し、毎月１回、子ども達に
外遊びの機会を提供した。また、出張むささびひろばとし
て、生涯学習フェスティバルにも参加した。合わせて、ス
タッフ育成も行った。

6

クリスマスにちなんだ装飾やカフェ、コンサートなどの運営
を通して、子ども達に仲間と協力し合う楽しさや人をもてな
す喜びを伝えた。

1

NPO法人子育て家庭支
援センターあいくる

小中高大学
生

小学４年生
～

６年生

ラジオ番組制作を通して、言葉による表現力や仲間づく
り、コミュニケーション力を高めた。 6

子ども放送局「ラジオク
ルーになろう！」

（企画運営：おとなのパスポート)

社会体験

青少年、青
少年活動団

体、一般

むささびの森のクリスマス 小学生

むささびひろば

中学生体験事業（むささ
びひろばまつり）

小学５年生
～中学生

イベントの企画運営体験（むささびひろばまつり）を通し
て、自主性や責任感、コミュニケーション力を育成した。 10

むささびひろばまつり
夏・春の年２回、まつり企画運営委員会との協働により、
青少年を中心に企画運営を行うイベント。青少年活動団
体や高校・大学も参加し、異年齢の交流を図った。

2

ゴリラの勉強会
（企画運営：市子連）

中高生
中高生が主体的に学習に取組み、学校や学年の異なる
仲間との交流を促進するため、中高生の学習支援や昼食
作りの場を実施した。

8

久保稲荷なかよし広場
扇小学校区
の小学生

小学生を対象に、学習と遊び場及び昼食を提供し地域の
子ども達の自主性と異年齢交流を図った。 3

みんなで勉強し、集い、遊び、工作し。おしゃべりする場を
提供し、地域の人たちと交流を図った。 11

中高生の居場所事業
(ちゃむパーティー）

中高生

市内在住・在学の中学生、高校生を対象に、異年齢の仲
間との交流を通して、自己肯定感を育む居場所事業。青
少年活動センター運営協力会と市民スタッフとの協働によ
り、調理体験を行った。

8

憩の家こどもの広場
（企画運営：こども広場）

西武小学校
区の小学生

冬休み中に、地区の小学生に老人憩の家を開放し、正月
あそびや焼いもなどを実施し、自由な遊び場の提供と異
年齢の大人との交流を図った。

6

むささび食堂 主に小学生

食を通した地域の居場所を市内各所に設置促進するた
め、むささび食堂の出張事業を東町公民館を会場に実施
した。中央公民館、東町公民館の協力により運営は地区
スタッフ、むささび食堂スタッフで行った。

6

むささび自習室スぺシャ
ル

主に小学生

子どもの居場所事業「むささび自習室」の特別版として、ス
タッフがセンターの自然や季節の行事に関連した体験プ
ログラムを行い、自然への親しみや自分でものづくりをす
る達成感を育んだ。

6

運営協力会協働事業
(作業・会議）

全　般
運営協力会

会員　他

運営協力会との協働により施設整備や事業企画検討
（ファミリーバーベキュースペシャル、ピザ窯製作）、まつり
出店を行った。

19

子どもの居場所事業「む
ささび自習室」

主に小中学
生

子ども達の居場所となるよう、施設を一部開放し、自由に
遊び、体験し、学べる場を提供。夏休みには、定期的にス
タッフが常駐し、学習相談や木工体験、科学実研、野外調
理等を行った。

毎日

居場所づくり
生活体験

平成３０年度　入間市青少年活動センター事業結果　　

事業名 分　野 対象 内　　容
開催
回数

1660 1

529 118

29 316

989 110

108 24

107 10



参加者数 講師・スタッフ その他

上段：実数 上段：実数 上段：実数

下段：述べ数 下段：述べ数 下段：述べ数

25 1 30

25 4 30

31 11

31 11

41 14 40

41 14 40

65 12

65 12

25 4

25 12

7 0

7 0
ファミリーバーベキュー

青少年を含
む家族

家庭の日に親子交流を促進するため、毎月第３日曜日に
野外炊事場を家族向けに提供した。 2

活動支援

おとなのボランティア体験
（青少年活動センター個
人ボランティア募集・活用
事業）

一般成人
一般の方が青少年活動センターへの運営参加を通して、
青少年教育に携わっていただけるよう、施設整備や野外
活動等のボランティアを募集し、活用事業を実施する。

2

植物画作成

指導者育成

植物画同好
会　他

青少年活動センター周辺・加治丘陵の植物画を作成し、
野外活動の素材として提供した。 9

七宝焼たいけん

芸術文化

小学生、保
護者（２回）

利用団体の七宝焼サークルと連携し、定期的に七宝焼体
験の機会を提供した。 4

和太鼓で仲間づくり（企画
運営：一般社団法人
moonlightproject／太鼓
集団響）

小学生～高
校生

集団での楽器演奏を通して、仲間意識やコミュニケーショ
ン能力を高め、自己を表現する喜びを伝えた。このうち、２
回は、入間市適応指導教室（ひばり教室）との連携により
行った。

3

プレ世代事業「おやこ森
あそび」

乳幼児と
保護者

早い段階から自然に親しみ、また将来的な施設利用を促
進するため、プレ世代向けの自然遊び事業を実施した。 11

とにかく親子でサイエンス
（企画運営:とにかく親子でサイエンス）

科学体験
小学生と
保護者

親子を対象に、身近な材料を使って理科実験や工作を行
い、科学への関心や親子の交流を促した。 4

青少年を
含む家族

青少年団体の企画提案による親子体験事業を実施した。
（企画運営：センター運営協力会、ボーイスカウト入間２
団）

2

森の時間を学ぶ体験教
室（企画運営：環境教育
ﾈットﾜｰｸたねのもり)

小学４年生
～中学生

ツリークライミングや樹木調査、山林管理の体験を通し
て、木と親しみ、森を守るための環境保全について体験的
に学習した。

2

里山ジュニアレンジャー
（企画運営：ELFIN体験共育くらぶ）

自然体験
野外活動

小学３年生
～中学生

施設内に生息する動物の痕跡調査や動物観察を通して、
自然への関心を高め、自然との共生について考える機会
を提供した。

3

動物の森パトロール 小学生
青少年活動センターの敷地内林に生息する野生動物や
昆虫の調査を行い、里山内の生態系や動物との共生を理
解する。

4

ファミリーバーベキュース
ペシャル

事業名 分　野 対象 内　　容
開催
回数

25 10

28 5

243 66

8 8

63 17



２．団体事業

参加者数 講師・スタッフ その他

上段：実数 上段：実数 上段：実数

下段：述べ数 下段：述べ数 下段：述べ数

4（入間
市内在

住）

4（入間
市内在

住）

★その他 ： 参加者ではない人（保護者や未就学児等の見学者、随行者等の人数）

冒険の森
（入間遊び場づくり協会への協
力）

彩の国郷土かるた大会
（共催：入間市子ども会育成会連絡協
議会）

小学生と
保護者

入間市武道館で、郷土かるたを通じて、仲間づくりを広
げ、郷土愛を育成した。　（県大会予選） 1

補助金交付
団体事業
（共催）

早稲田大学人間科学学
術院心理臨床実習「サ
マーキャンプ」
（後援：早稲田大学人間科学学術院）

学校適応
上の問題
や発達の
課題を抱
える児童
（ダイヤ４

市）

子ども達が適応的な人間関係を築くための社会的スキル
の向上や生活スキルの獲得、対人面における自信などの
育成を目的とする。

2
社会体験
（後援）

事業名 対象 内　　容
開催
回数

分野

165 119

24社会体験

107 43

小学生と
保護者

入間市の自然の中で、子ども達がプレーリーダーとともに
自己責任に基づく遊びを展開できる場をつくった。 577 178



  主催事業

参加者数 講師・スタッフ その他

上段：実数 上段：実数 上段：実数

下段：述べ数 下段：述べ数 下段：述べ数

3 3

3 3

54 16

54 16

139 15

139 15

33 10

57 18

20 10

72 31

31 6 21

82 21 61

16

16

23 3

23 3

13 5

13 5

       

★その他 ： 参加者ではない人（保護者や未就学児等の見学者、随行者等の人数）

37

社会体験

自然体験
野外活動

小学生～高
校生

集団での楽器演奏を通して、仲間意識やコミュニケーショ
ン能力を高め、自己を表現する喜びを伝えた。 1

小学生、保
護者

4

1

1活動支援

世代間交流広場
（企画運営：ふじさわキッ
チン）

藤沢地区の
方

青少年活動センター周辺・加治丘陵の植物画を作成し、
野外活動の素材として提供した。

和太鼓で仲間づくり（企画
運営：一般社団法人
moonlightproject／太鼓
集団響）

プレ世代事業「おやこ森
あそび」

乳幼児と
保護者

早い段階から自然に親しみ、また将来的な施設利用を促
進するため、プレ世代向けの自然遊び事業を実施した。

七宝焼たいけん
利用団体の七宝焼サークルと連携し、定期的に七宝焼体
験の機会を提供した。

芸術文化

みんなの広場
（企画運営：NPO法人子
育て家庭支援センターあ
いくる）

小中高大学
生

みんなで勉強し、集い、遊び、工作し。おしゃべりする場を
提供し、地域の人たちと交流を図った。 4

むささびの森のクリスマス 小学生

今回は、感染症拡大防止のため、飲食や演奏は行えませ
んでしたが、キャンプ場で松ぼっくりやつる植物、ヒイラギ
などの森の植物を使ってクリスマスの飾り作りなどを行っ
た。

1

子供会がない藤沢地区で地域全体で子供たちを育てる活
動を推進する。 4

はなみずき憩いの家こど
もひろば　（企画運営：こ
ども広場）

西武小学校
区の小学生

夏休み中に、地区の小学生に老人憩の家を開放し、昔あ
そびや流しソーメンなどを実施し、自由な遊び場の提供と
異年齢の大人との交流を図った。

2

ゴリラの勉強会
（企画運営：青少年相談
員協議会）

中高生
中高生が主体的に学習に取組み、学校や学年の異なる
仲間との交流を促進するため、中高生の学習支援や昼食
作りの場を実施した。

6

居場所づくり
生活体験

むささび食堂

食を通した居場所づくりとして、調理や食事の場・遊び場
を提供する子ども食堂。市民スタッフが中心となり、レトル
ト食品の提供をはじめ、外遊び、工作体験、学習相談等を
行った。

1

むささび自習室スぺシャ
ル

主に小学生

子どもの居場所事業「むささび自習室」の特別版として、ス
タッフがセンターの自然や季節の行事に関連した体験プ
ログラム（カブトムシ配布・門松づくり等）を行い、自然への
親しみや自分でものづくりをする達成感を育んだ。

3

主に小学生

運営協力会協働事業
(作業・会議）

全　般
運営協力会

会員　他
運営協力会との協働によりむささびの森のクリスマスを
行った。 1

子どもの居場所事業「む
ささび自習室」

主に小中学
生

子ども達の居場所となるよう、施設を一部開放し、自由に
遊び、体験し、学べる場を提供。 毎日

令和２年度　入間市青少年活動センター事業実施結果　　

事業名 分　野 対象 内　　容
開催
回数

192 0

50 5

51 13

120 8

※令和２年度青少年活動センター事業は、新型コロナウィルス感染拡大の影響による休館（R2.4/7～6/30,R2.12/29～
R3.3/21）及び開館期間中も利用制限、施設敷地内での飲食制限が設けられた為、前年度より各事業（主催事業１１事
業、団体事業３事業）が中止となった。
また、事業実施にあたっては、コロナ禍でのセンター施設の利用制限（人数・時間）などにより事業内容を見直し、会場
（屋内⇒キャンプ場）を変更して行ったものもあった。

9 2植物画作成
植物画同好

会　他



（単位：人）
平
成
20

年
度

平
成
21

年
度

平
成
22

年
度

平
成
23

年
度

平
成
24

年
度

平
成
25

年
度

平
成
26

年
度

平
成
27

年
度

平
成
28

年
度

平
成
29

年
度

平
成
30

年
度

令
和
元
年
度

令
和
２
年
度

合計

幼  児 955 1,160 903 529 866 809 915 1,308 1,423 1,241 1,317 1,102 357 12,885

小学生 10,503 10,625 9,023 8,806 9,257 8,961 9,900 9,919 10,900 12,059 10,824 8,888 2,939 122,604

中学生 3,131 3,259 3,452 2,914 2,947 3,485 2,394 2,910 3,895 3,072 3,439 3,209 975 39,082

高校生 459 527 450 701 835 872 853 1,055 993 1,304 1,245 1,671 572 11,537

指導者 4,205 4,046 3,846 3,399 4,027 3,550 3,715 4,294 4,476 4,419 4,728 4,595 1,008 50,308

その他 7,068 6,839 6,227 5,649 6,329 7,191 6,409 6,626 7,413 7,630 6,269 6,025 1,774 81,449

計 26,321 26,456 23,901 21,998 24,261 24,868 24,186 26,112 29,100 29,725 27,822 25,490 7,625 317,865

※その他は、青少年の保護者、青少年事業に協力した団体等の成人等

◇利用件数集計表 （単位：件）
平
成
20

年
度

平
成
21

年
度

平
成
22

年
度

平
成
23

年
度

平
成
24

年
度

平
成
25

年
度

平
成
26

年
度

平
成
27

年
度

平
成
28

年
度

平
成
29

年
度

平
成
30

年
度

令
和
元
年
度

令
和
２
年
度

合計

主催事業 85 105 127 104 115 164 177 273 297 324 311 276 65 2,423

青少年 514 456 391 359 433 425 363 482 524 594 474 489 247 5,751

青少年
指導者 33 43 34 36 27 33 34 46 46 35 53 44 20 484

公　的 144 131 142 151 153 147 153 132 164 153 163 153 43 1,829

その他 160 192 144 74 61 60 50 38 50 49 48 37 18 981

計 936 927 838 724 789 829 777 971 1,081 1,155 1,049 999 393 11,468

◆利用人数　　　　　 　　　　  　◆利用件数

入間市青少年活動センター年度別利用状況

◇利用者集計表

※その他は、福祉施設の施設利用及び青少年事業に協力した大人の団体等

※令和２年度は新型コロナウィルス感染拡大の影響により下記期間を休館とした。
○R２．４／７～６／３０　○R２．１２／２９～R３．３／２１
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入間市青少年活動センター利用目的別集計

平成３０年度 令和２年度 単位：人



◇宿泊利用集計表

平
成
25

年
度

平
成
26

年
度

平
成
27

年
度

平
成
28

年
度

平
成
29

年
度

平
成
30

年
度

令
和
元
年
度

令
和
２
年
度

宿泊利用日数 115 112 105 103 109 102 103 10

宿泊利用団体数 135 121 123 117 124 116 113 10

宿泊利用人数 3,389 3,401 3,187 2,774 2,993 2,672 2,515 161

◇うち本館宿泊利用集計表（内訳）

平
成
25

年
度

平
成
26

年
度

平
成
27

年
度

平
成
28

年
度

平
成
29

年
度

平
成
30

年
度

令
和
元
年
度

令
和
２
年
度

宿泊利用日数 96 93 85 86 95 87 90 9

宿泊利用団体数 124 110 109 107 114 105 105 9

宿泊利用人数 3,057 3,092 2,858 2,475 2,634 2,339 2,230 152

◇うちキャンプ場宿泊利用集計表（内訳）

平
成
25

年
度

平
成
26

年
度

平
成
27

年
度

平
成
28

年
度

平
成
29

年
度

平
成
30

年
度

令
和
元
年
度

令
和
２
年
度

宿泊利用日数 19 19 20 17 14 15 13 1

宿泊利用団体数 11 11 14 10 10 11 8 1

宿泊利用人数 332 309 329 299 359 333 285 9

　本館の宿泊では、小中学校の夏休み及び週末のスポーツの合宿での利用が多い。
また、平日利用では入間市を含む特別支援学級（主に１０月）の宿泊による交流学習と
して利用されている。キャンプ場利用については、通年の利用が可能であるが、気温が
下がる冬季期間は少なく、ボーイスカウト等、限られた団体の利用となっている。

　新型コロナウィルス感染拡大の影響により休館
※令和２年度（R2.4/7～6/30、R2.12/29～R3.3/21）

（単位：人）

（単位：人）

（単位：人）

入間市青少年活動センター年度別利用状況（利用施設別）



【体育館利用推移】

団体数 人数 団体数 人数 団体数 人数 団体数 人数

H24 5 83 16 374 264 9,357 285 9,814

H25 0 0 0 0 247 8,824 247 8,824

H26 0 0 0 0 265 9,386 265 9,386

H27 0 0 0 0 306 10,551 306 10,551

H28 4 64 8 65 356 11,606 368 11,735

H29 14 177 49 856 334 11,231 397 12,264

H30 15 201 26 429 331 12,024 372 12,654

H31 1 9 3 36 375 12,342 379 12,387

Ｒ2 0 0 0 0 212 4,563 212 4,563

　体育館の利用状況については、主に平日の夜間、週末の全日及び学校の長期休業
期間(夏休み、冬休み、春休み）に利用されている。

※団体数及び人数は累計
※A面・B面を別々に貸出（令和２年度はコロナ対策のため、１団体に両面貸出）

（単位：人）

年度
A面のみ利用 B面のみ利用 両面利用 合計



【月別利用者数】 （単位：人）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月１１月１２月 １月 ２月 ３月 計

H24 1,444 2,123 3,121 2,271 2,703 1,937 2,428 1,687 1,745 1,026 1,376 2,400 24,261

H25 1,941 2,477 3,080 2,115 2,607 1,537 2,975 1,747 1,469 1,014 895 3,011 24,868

H26 1,267 2,102 2,820 2,305 2,828 2,060 2,691 1,623 1,364 1,104 1,384 2,638 24,186

H27 1,361 2,624 1,933 2,409 3,324 2,453 2,426 1,633 1,848 1,500 1,627 2,974 26,112

H28 1,708 2,652 2,528 2,888 3,500 2,464 3,310 2,327 1,718 1,499 1,310 3,196 29,100

H29 2,151 2,484 2,918 2,562 3,529 2,160 3,351 2,447 1,826 1,660 1,451 3,186 29,725

H30 1,950 2,338 3,558 2,349 3,081 1,858 3,674 1,706 1,860 1,288 1,379 2,781 27,822

H31 1,780 2,791 3,147 2,559 2,705 2,197 2,958 2,247 1,570 1,499 1,967 70 25,490

R2 10 60 9 930 1,396 957 1,456 1,394 976 72 22 343 7,625

利用順位 ⑩ ⑥ ③ ⑤ ① ⑦ ② ⑧ ⑨ ⑫ ⑪ ④

【月別宿泊利用者数】 （単位：人）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月１１月１２月 １月 ２月 ３月 計

H24 192 213 480 631 603 130 476 270 291 91 64 286 3,727

H25 162 368 449 475 575 250 354 63 245 0 52 396 3,389

H26 64 409 456 531 452 130 514 170 208 31 193 243 3,401

H27 79 364 131 440 781 239 452 60 305 29 55 252 3,187

H28 146 154 221 369 724 194 438 123 102 64 26 213 2,774

H29 115 177 181 361 704 333 404 80 230 93 78 237 2,993

H30 205 105 289 262 580 266 413 78 213 31 57 173 2,672

H31 159 196 290 288 575 318 370 71 104 46 94 4 2,515

R2 0 0 0 0 0 0 76 50 35 0 0 0 161

利用順位 ⑨ ⑤ ④ ③ ① ⑥ ② ⑩ ⑧ ⑫ ⑪ ⑦

※ 月別の宿泊利用者数では、学校の長期休業期間の（夏休み）の８月の利用が最も多く、

　６月及び１０月は、主に小学校の特別支援学級の交流学習で利用している。

入間市青少年活動センター月別利用状況






